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令和６年度青森県循環器病対策推進協議会 

 

日 時 令和６年１２月１２日（木） 

１７：００～１８：００   

（オンライン開催）     

 

 

（司会） 

 それでは皆様準備よろしいでしょうか。ただ今から、「令和６年度青森県循環器病対策推進協

議会」を開会いたします。 

 開会にあたりまして、がん・生活習慣病対策課 三村課長より御挨拶申し上げます。 

 

（三村課長） 

 本日は、御多忙のところ、今年度の青森県循環器病対策推進協議会に御出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

 また、皆様方におかれましては、日頃から本県の保健医療対策の推進に御理解と御協力をいた

だき、重ねてお礼を申し上げます。 

 さて本協議会では、本県の循環器病対策を総合的に推進するために、本県版の計画を策定する

とともに、計画策定後には進捗状況などについて、御意見をいただく場として設置されたもので

ございます。昨年度は皆様方の御協力をいただき、第２期の青森県脳卒中・心血管病対策推進計

画を策定することができました。 

 第２期計画の策定後、まだ数か月ということで、日が経っておりませんけれども、本日は県計

画のこの進捗状況を中心に、今後の取扱の方向性等について議論を、協議を進めていきたいと思

います。 

 限られた時間ではございますが、委員の皆様方には、循環器病対策の推進に向けまして、忌憚

のない御意見をいただきますようお願い申し上げ、開会の挨拶といたします。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

 本日は委員改選後、初めての開催となりますので、委員の皆様に委嘱状をお渡しするところで

はございますが、オンラインの開催とした関係で、事前に送付をいたしております。 

 また、委員の皆様の御紹介については、新たに委嘱差し上げた委員の皆様のみ紹介させていた

だきます。協議会の出席者名簿を御覧ください。 

 まだ入っておられませんが、青森県立中央病院循環器センター センター長の永谷委員です。 

それから、青森県消防長会会長 村上委員です。村上委員については、本日欠席となりました

ので、青森地域広域事務組合消防本部次長 増村様が代理出席されております。よろしくお願い

します。 

また、脳卒中と向き合う活動団体 One Feels代表の佐々木委員です。よろしくお願いします。 

なお、大久保委員、敦賀委員については、本日欠席となっております。 
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それでは続きまして、会長の選任を行いたいと思います。青森県循環器病対策推進協議会設置

要綱第５第２項により、「会長は、委員の中から互選により選出する。」となっておりますが、皆

様の御了承をいただければ事務局案をお示ししたいと思いますが、いかがでしょうか。よろしい

ですか。ありがとうございます。 

事務局といたしましては、弘前大学大学院医学研究科循環器腎臓内科学講座の富田委員にお願

いしたいと思いますが、いかがでしょうか。はい、ありがとうございます。 

それでは会長は、富田委員にお願いいたします。富田会長から一言御挨拶をお願いいたします。 

 

（富田会長） 

 ただ今御紹介いただきました、弘前大学循環器腎臓内科学講座の富田でございます。 

 この度は会長御推薦賜りまして、誠にありがとうございます。この青森県の循環器病対策協議

会ですけれども、国の法律に基づいて設置されている協議会でございまして、まさにこの青森県

の循環器病、特に脳卒中と心臓病、そして心血管病ですね。そういったことに対する取組をまと

めるような、県の非常に大切な協議会というふうに思っておりますので、委員の皆様方の御協力

賜りますように、どうぞよろしくお願いいたします。 

 第２期のこの青森県の循環器病対策推進計画、先ほど三村課長からもございましたように、今

年の４月に制定し、公表されたばかりというふうなこともありまして、まだまだデータ整ってい

ないところもあるかと思いますけれども、今日は委員の皆様方から御意見を賜りまして、今後に

反映させていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

（司会） 

 ありがとうございました。 

 続きまして、会長の不在時にその職務を代理いただく委員について、設置要綱により会長から

御指名いただくこととなっておりますので、富田会長から御指名の方お願いいたします。 

 

（富田会長） 

 はい。私からは、弘前大学の救急・災害医学講座教授でいらっしゃいます、花田裕之先生を指

名させていただきたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

 

（司会） 

 花田委員、よろしいでしょうか。はい、ありがとうございます。 

 

（富田会長） 

 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 

（花田委員） 

 お引き受けいたします。よろしくお願いいたします。 

 

（司会） 

 お願いいたします。 
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（富田会長） 

 お願いいたします。 

 

（司会） 

 それでは議事に移りたいと思います。設置要綱第６条第２項の規定により、ここからの進行は

富田会長にお願いいたします。 

 富田会長、よろしくお願いします。 

 

（富田会長） 

 はい、ありがとうございます。 

 それでは次第に則りまして、進めさせていただきたいと思います。 

 協議事項になりますけれども、青森県脳卒中・心血管病対策推進計画、こちら第２期の青森県

循環器病対策推進計画になりますけれども、第８次の青森県保健医療計画の進捗というふうなこ

とに関しまして、こちら事務局の方からよろしくお願いします。 

 なお、先ほど私御挨拶させていただきましたけれども、４月に第２期始まったばかりでござい

ますので、まだまだデータの不十分なところもあるかと思いますが、御了承いただきたいと思い

ます。 

 では、事務局の方からよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

 はい、今年度から担当となりました、阿部と申します。よろしくお願いいたします。 

 第２期脳卒中・心血管病対策推進協議会、第８次青森県保健医療計画脳卒中対策、心筋梗塞等

の心血管疾患対策の進捗について、説明させていただきます。 

 昨年度末に策定し、今年度からスタートしました第２期脳卒中・心血管病対策推進計画は、他

の関係する計画と整合性を図ることとされたため、同じく昨年度末に策定しました第８次青森県

保健医療計画と共通の指標で、進捗を確認していくこととしました。よって、９月１２日に開催

しました脳卒中対策協議会と、９月２５日に開催しました心血管疾患対策協議会でも協議してお

りますので、複数の協議会の委員となっている皆様につきましては、同じ説明をお聞きすること

になると思いますけれども、御了承いただければと思います。 

 なお、第２期脳卒中・心血管対策推進計画の方も、第８次青森県保健医療計画の方も関係者の

皆様で目指すべき姿を記載したものとなっています。 

 では、資料に沿って説明します。まず資料１－１を御覧ください。 

 資料１－１と１－２が一緒になっております。資料の１－１ですが、脳卒中対策のロジックモ

デルであり、資料１－２が心筋梗塞等の心血管疾患対策にかかるロジックモデルです。ロジック

モデルとは、最終的に目指す目標の実現に向け、その道筋を体系的に図で示したものとなってお

ります。見方としましては、右端の列、分野アウトカム（Ｃ）の欄が最終的に達成したい目標に

なっており、その分野アウトカム（Ｃ）を達成するために必要な状態を真ん中の列、初期アウト

カム（Ｂ）で設定し、さらに初期アウトカム（Ｂ）を達成するためにすべきことを左端の列、ア

ウトプット（施策）（Ａ）で示しています。 
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各項目の現状値には、資料下部に記載されている評価に応じて色付けをしており、青色が改善

または変化なしであり、目標を達成しているという項目であり、黄緑色が改善しているが目標を

達成していない項目になっていて、黄色い色が悪化または変化なしであり、目標を達成していな

い項目となっています。 

なお、資料１－２、２－１、２－２も同様ですけれども、この評価は計画策定時の数値と現状

値を比較してどうだったかということを、色分けあるいは記載をしているものです。最終的な評

価は、計画期間の６年間を通して行うこととなります。 

また第２期計画は、今年度から進めており、脳卒中対策ではロジックモデル２３項目のうち、

データの更新ができたものは１０項目でした。青の改善または変化なしであり、目標を達成して

いる項目の方は４項目であります。黄緑色の改善しているが目標を達成していない項目は２項目

となっており、黄色の悪化または変化なしであり、目標を達成していない項目は４項目となって

います。 

 次に、資料１－２を御覧ください。裏面になります。 

心筋梗塞等の心血管疾患対策の方についても、ロジックモデル３１項目のうち、データの更新

ができたものは１２項目でした。青の改善または変化なしであり、目標を達成している項目は４

項目であり、黄緑色の改善しているが目標を達成していない項目は４項目、黄色の悪化または変

化なしであり、目標を達成していない項目は４項目でした。 

 次のホチキス止めの資料２－１と２－２一緒になったものについてです。資料２－１と２－２

は、資料１－１、１－２でお示しした脳卒中対策と心血管疾患対策のロジックモデルの進捗状況

について、一覧にしたものになっています。左端の番号と項目がロジックモデルの番号と、評価

指標と連動しております。先ほどもお伝えしましたが、第２期計画は今年度から進めていること

から、データの更新のされた項目については、現状値と進捗状況を入れて評価しており、データ

項目のない項目の現状値と進捗状況については伏せ字にしております。 

ここでちょっと資料の方に誤りがありましたので、訂正させていただきます。資料２－１のＡ

２からＡ４の真ん中より少し右側の方にある、「令和６年度前期の主な取組及び成果の欄」を御

覧ください。３つ目のポツに、保健活動研修会の企画（青森県保険者協議会）とありますけれど

も、ここは正しくは特定健診特定保健指導従事者等への研修会（青森県保険者協議会）となりま

す。 

ちょっと早口でしたので、もう一度お話します。 

保健活動研修会の企画というところが、正しくは特定健診特定保健指導従事者等への研修会と

なります。以下、Ａ５からＡ７、Ａ８からＡ９、あと資料２－２のＡ２からＡ７も同じ研修会名

がありますけれども、同様に誤りとなっていますので、同じく訂正という形で、特定健診特定保

健指導従事者等への研修会となります。大変失礼いたしました。 

資料の右側、具体的な課題や取組の方向性などを記載しております。資料２－１のＡ１からＡ

１０、資料２－２のＡ１からＡ８は、県や市町村、各医療保険者など複数の主な実施者の取組を

１つ１つ記載することが難しいので、包括的な記載をしております。 

さて、脳卒中対策及び心血管疾患対策の現時点での状況を全体的に見ますと、肥満に関する目

標値が全体的に悪化していること。また高血圧、脂質異常症、糖尿病有病者のうち、服薬してい

ないものの割合が多い状態であります。また、脳卒中対策の方では、男女ともに飲酒している者

の割合に悪化が見られました。いずれも令和４年度とコロナ禍の外出制限、行動制限があった時
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期ですので、引き続き生活習慣と脳卒中、心血管疾患の関係に関する正しい知識の普及啓発に取

り組みながら、今後の推移を見ていくことが必要と考えています。 

以上で事務局からの説明を終了します。 

 

（富田会長） 

はい、ありがとうございました。 

資料１と資料２ですけれども、資料の１に関しましてはこれロジックモデルというふうなこと

で、委員の皆様方にはもしかしてお聞きになったこともあるかもしれませんし、初めてかもしれ

ませんが、ちょっとこれは国の方からこういうモデルで作ってくださいというふうなことですの

で、青森県でも国の方針に基づいて作成しています。ＡとＢとＣとありますけれども、これ分野

アウトカムというのが一番の目標というふうなことになりまして一番右側ですが、それに向けて

初期アウトカム、そしてアウトプット（施策）というふうなことになります。このＡのアウトプ

ットの施策というふうなところに関して、資料２の方でどういう対策するのか、課題があるのか

というふうなことを説明しているというふうなことになっているかと思います。 

今、県の阿部さんから御説明がありましたけれども、黄色のところがちょっと悪くなっている

値というふうなことになっていますが、これあくまでも令和４年の時点ですから、コロナ禍のデ

ータというふうなことで、なかなかちょっとこれからの課題に活かすことは、ちょっと難しいと

ころもあるのかもしれませんが、高血圧の患者さんで薬を飲んでない方がちょっと悪くなってた

り、あとメタボとか生活習慣病の飲酒とかですね、そういったところがデータとして。これ令和

４年のデータですので、そのときのデータです。３年、４年ちょうどコロナのときのデータなの

かなというふうに思います。 

その他に関しましては、特に改善もしくは維持というふうなことで、そんな悪化しているとこ

ろはないのかなというふうな印象ですが、委員の皆様方からこのデータを御覧いただきましてコ

メント、御意見ございますでしょうか。 

よろしいでしょうか。繰り返しになりますが、ちょっとコロナ禍のデータなので、もう少しや

っぱり経過見ていかないといけないのかなというふうには、ちょっと思いますけれども。一方で、

心大血管の届出の機関数、医療機関がちょっと増えてたりとか、ＰＣＩのところの９０分のとこ

ろが良くなったりとか、改善しているところもちょこちょこありますので、こういったことが積

み重なって初期アウトカムのＢとか、分野アウトカムのＣといったところが改善に繋がればとい

うふうなところかなというふうに思います。 

いかがでしょうか。特に大丈夫でしょうか。そうですね。繰り返しになりますが、春にできた

ばかりの計画で、データも取ってなかなかこのデータをもってなかなか言うことも難しいのかな

とちょっと思いますが、データとしては今の県の方からの御説明にあったデータになっていると

いうふうなことになっております。 

よろしいですか。特に御意見ないというふうなことであれば、次の議題の方に進めてさせてい

ただきたいと思います。 

協議事項としては今のところなんですが、次に「情報提供」というふうなところで、こちらは

一番目ですが令和６年度の循環器病対策に係る普及啓発ということで、これ資料３になりますけ

れども、こちらも事務局の方からよろしくお願いいたします。 
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（事務局） 

 はい。阿部の方から説明させていただきます。 

 資料３の方を御覧ください。循環器病対策に係る普及啓発の今年度の取組について、説明させ

ていただきます。 

 普及啓発動画ですが、昨年度は心房細動、一過性脳虚血発作、歯周病と循環器病の関係の、３

テーマを１５秒動画と６０秒動画の２種類作成し、合計６本作成しました。動画は昨年度末の３

月に、県ホームページと公式 YouTube「あおもり健康情報局」の方に載せており、今年度も引き

続き掲載しております。 

 また、青森商工会議所の会報「かけはし」に毎月当課の業務を周知しているんですけれども、

今年度は８月に歯周病と循環器病の動画の紹介、２月に心房細動、３月に一過性脳虚血発作の動

画を紹介することとしております。 

 次にポスターですけれども、２種類、心房細動と一過性脳虚血発作の普及啓発動画と連動した

ものを作成しました。ポスターも動画と同様、県ホームページに掲載しております。また、作成

したポスターは、県内の病院や診療所、歯科医院、薬局、その他関係団体などに送付をしており

ますけれども、多くの一般県民にも見ていただけるように、ドラッグストアやスーパー、あと図

書館などにも送付していまして、合計 2,491か所に送付をしております。 

 次は県の広報関係です。 

ＲＡＢラジオの県公報タイムで、８月の毎週月曜から木曜に脳心センターについて紹介しまし

た。２月にもまた紹介する予定になっております。あと１０月には世界脳卒中デーについて周知

をしております。あとその他には、県民に毎戸配付される県公報「AOMORI MAG」の１０月号に、

高血圧をテーマにした第１回県民講座と脳卒中をテーマにした第２回県民公開講座について紹

介し、１２月号には特集として皆さんにお渡ししてます１２月号ですけれども、特集として「心

臓病予防について」を掲載しました。 

委員の皆様には資料と一緒に送付をしております。あとで御覧いただければと思います。 

他には、労働関連情報を企業や労働者の方にお届けするメールマガジン「労働あおもり」の方

に、１０月１５日に脳心センターで１１月開催の脳卒中や心臓病の治療と仕事の両立を考えるた

めの「治療と仕事の両立セミナー」について、周知をしました。脳心センターでの普及啓発につ

いては、この後脳心センターの佐藤さんの方から説明がありますので、以上で説明は終わりたい

と思います。 

 

（富田会長） 

 はい、ありがとうございました。様々啓発、疾患の啓発、YouTubeであったりとかポスター作

成とか、様々な県の広報誌、ラジオ、メールのマガジン等々で、啓発はかなり従来よりもしてい

るんじゃないかなというふうなところになってございます。委員の皆様方も、どこかで何かお聞

きになられたこともあるのかなというふうに思います。 

お話の中で出てきた脳心センターというのは、大学病院の中にある、脳卒中・心臓病等総合支

援センターのことで、先日の土曜日も県の医師会の講演会で私がお話させていただいたときに、

やっぱりセンターの名称が青森県弘前大学医学部附属病院脳卒中・心臓病等総合支援センターと

いう、とてもとても長い名前で、これ中路先生からももうちょっと短くした方が良いんじゃない

のかというふうなことで。正式名称は変えられないんですが、通称としてはやっぱ脳心センター
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というふうに我々も呼んでおりますので、そういったことで今、阿部さんからも脳心センターと

いうふうなお話が、お言葉があったのかなと思います。 

今回の情報提供に関しまして、何か委員の皆様方から御質問、コメントございますでしょうか。

これなかなか情報を発信しても、それがどの程度県民の皆さんに届いてるのかっていうのは、な

かなかこれ評価することちょっと難しいところもあるんですけれども、この動画の例えば再生回

数とか、そういったところでしかなかなか見れなくて。私も講演会とか色んな機会にこの動画を

リンクして、会場でちょっと流したりとか、そういうようなことで疾患の啓発というふうなこと

をしているというふうな状況ですので。皆様方ももし機会があれば動画はすぐ YouTubeで、ネッ

トが繋がればすぐここで貼り付けたりすれば会場でも流すことできると思いますので、ぜひお使

いいただけばと思います。 

特に御意見ございませんか、よろしいですか。あ、花田先生どうぞ。 

 

（花田委員） 

 これ動画もできて、すごく良いことだと思うんですけど。先ほど３段階のステップの中で達成

できてないものの中に、肥満に関するものがっていう話が出てたと思うんですけども。これも循

環器病対策だけのことじゃないような気もするんですけど。青森県子どものその体格の問題とか

色々前から言われてますし、その辺に取り組む、今後何かことをしても良いのかなっていうふう

にちょっと感じました。 

 これ循環器病でやることなのかどうかっていうところに、ただ一応アウトカムみたいな形で求

めるんであれば、それも１つかなという。心房細動とか脳卒中そのものに切り込む動画もそうで

すし、ですけど一番難しいでしょうね、その生活習慣とかその辺に切り込むのはね。成果として

明らかにこれに対して何かをやるっていう、方策として１つの方法かなとちょっと今感じたって

いうとこで。具体的なことでは何もないんですけども、そういうやり方もあるのかなというふう

に感じました。以上です。 

 

（富田会長） 

 はい、貴重な御意見ありがとうございます。たしかに、この間もたしか新聞の方にも出てて、

体格がかなり良いと。良いっていうのは大きいと。それ自身はあんまり将来的な生活習慣病って

いうふうな観点からは、あんまりよろしくないというふうなことだと思うんですけれど。たしか

にこれは、今回は循環器病の協議会になってますが、そのあたりのこの横断的な子どものときは

子どもの課とかって、大人になったら大人とかなんかそういうのじゃなくて、縦断的なことでの

肥満に対する対応とかっていうのは、これ県の方ではこれどういうふうになってるんでしょうか。 

 

（事務局） 

 はい、ありがとうございます。 

これは循環器の計画と、あと医療計画の部分になりますけれども、健康づくり全般を取り扱っ

ております、「健康増進計画」というのが別にございまして。そちらの方にはやはり肥満もそう

ですけれども、それに繋がるような、あと運動習慣ですね。あとは、野菜摂取とか減塩とか、あ

と禁煙。こういった項目を進行管理しているところがありまして。そちらと特に循環器と関係が

あるところというふうなところで、共通の指標で使っているということになります。 
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 取組は様々ございますけれども、まず第一次的には市町村の取組、今申し上げましたような一

次予防、運動、減塩、それから野菜とか禁煙っていったことになるんですけど。そういったとこ

ろ、県として立場としてどういったこと市町村支援できるというふうなことをまず主案として考

えまして。次に県でなければできないような、もうちょっと広域の取組ですね。例えば今お話に

ありました運動であれば、ＧＰＳのスタンプラリーとか、あるいはウォーキングのロゲイニング

という取組あるんですけれども。こういったものを地区を変えてやったり。あとＧＰＳスタンプ

ラリーはまだ今も登録できるのかな、１月。県民の皆さんがＧＰＳであちこちウォーキングを、

それでしてもらおうというふうな趣旨でやってる取組なんかをやってますので、そういったこと

で御理解いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

（富田会長） 

 はい、ありがとうございました。循環器病の対策そのもの、将来的な話にきっと分野アウトカ

ムに数年で、なかなかアウトカムのところまでというよりも数年というよりも、もう１０年２０

年とか、そういうスパンになるのかなとは思いますけれども、そういう取組も県としては行って

いるというふうなところなんです。 

 これって特にここの資料２－１のところに、なんかちょこっともうちょっと書くとか、他の取

組を行うとか、特定健診とかさっきのそういう話だけじゃなくて、そこにもうちょっと記載すれ

ば、横断的なことで県としては取り組んでますよというふうな、そういうアピールにもなるんじ

ゃないかなとも思うんですけど。そのあたりはいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

 そうですね、ちょっとやっぱり抽象的にならざるを得ないところはあるんですけれども、でき

る限り具体性持った形で表記できればなというふうには考えております。 

 なかなか年度年度の取組と、こういう長期で測定するやつとはあまり細かいところまで書き込

まないようにはしているんですけれども。だったら方向性がもう少し見えるような形では表記し

たいと思います。 

 

（富田会長） 

 そうですね。おそらく県のそういう課長レベル、部長レベルではそういうところまでわかるの

かもしんないですが、我々のところになるとやっぱり、どうしても縦割りのところしか情報がな

いので、今、花田先生がお話いただいたそういう疑問ってやっぱり出てくるかと思いますので、

やっぱりそういうようなところまで、少し県の方でも横断的なところもきちんとやってるってい

うふうなところを明示していただければ、すごく良いかなというふうに思いました。 

 花田先生よろしいでしょうか。 

 

（花田委員） 

 はい、どうもありがとうございます。やっぱり県は取り組んでることがあって、そこがこうい

うところに全部結び付いて１０年後、２０年後っていう話で。この計画はそういうスパンじゃな

いっていうのもよくわかりました。 

 あとちょっとだけ気になったのは、こういうことには地域的な偏りはないんですか。東側にこ
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れが多いとか、西側に多いとか、そういう都市部に多い、都市部には少ないとかそういう解析は

されてるんですかね。してないんですかね。この指標の数字っていうのは、全県の数字だとは思

うんですけども。意外とそこも対策を考える上では、分析として必要なことかなっていうふうに

ちょっと感じて。 

 

（富田会長） 

 例えばこのＡの、黄色のメタボとか、飲酒のところとか、あるいは高血圧のところっていうの

は、市町村の国保のデータとか特定健診の市町村のデータになってるんで、そこは多分比べれば

どこの市町村別みたいなところまでは、データとしてはあるんじゃないかなと思いますので。例

えば県の方でそういうのを把握した時点で、そういう市町村までちょっと下ろして、検討をちょ

っとお願いするとか。そういうことはやっぱり、これはさっき三村課長おっしゃった、広域的な、

俯瞰的な立場じゃないとなかなかできないんじゃないかなとも思いますけど。 

 これは県の方いかがでしょうか。 

 

（事務局） 

 はい、ありがとうございます。データの出典元によりまして、例えば国民生活基礎調査とか、

なかなか地域ごとのデータを我々でいじれないものもありますので、そういったものは除きまし

て。地区別で取り扱えるものがありましたらそういった形で分析もしていって、皆様にお返しで

きるようにできればなというふうには思ってます。 

 

（富田会長） 

 そうですよね、例えば多分この国保の健診のデータとかっていうのは、多分市町村別に全部、

青森県４０何個でしたっけ。市町村別にきっとあると思うんですよね。それに例えば県のマップ

にしてそれを全部の県に渡せば、他の市は良いのにうちの市は悪いとか、なんかそういう競争意

識もちょっと働いたりもするのかなともちょっと思ったりもしますが。そういうような取組もち

ょっとたしかにされれば良いのかなというふうに思いました。御検討いただければと思います。 

 

（事務局） 

 はい、ありがとうございます。 

 

（富田会長） 

 その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 はい、大変貴重な御意見ありがとうございました。ちょっとそういう県も取り組んでいるとこ

ろも結構あると思いますので、今の御意見を参考にしていただきまして、この記載内容とか取組

の方にも反映させていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。では次ですけれども、情報提供のこれは２番になりますが、先ほどの脳

心センターというふうなことで、活動紹介になるかと思いますので、こちらは脳心センターの佐

藤社会福祉士の方からよろしくお願いいたします。 
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（佐藤さん） 

 はい、御紹介ありがとうございます。青森県弘前大学医学部附属病院の脳卒中・心臓病等総合

支援センターで社会福祉士をしております、佐藤誠人と申します。本日は貴重なお時間をいただ

きまして、ありがとうございます。当院センターの紹介をさせていただきたいと思います。画面

の共有をさせていただきます。 

 共有は大丈夫そうですか。 

 

（富田会長） 

 はい、大丈夫です。 

 

（佐藤さん） 

 はい、ありがとうございます。それでは活動紹介をさせていただきたいと思います。 

 まずなんですけれども、当センターは令和５年８月１日に弘前大学病院の方に設置されました。

青森県と非常に密接に連携を取りながら、先ほど御紹介いただきました広報の方非常に 

やっていただいたりとか、青森県と非常に密接に連携を取らせていただきまして、事業を展開し

ているところです。 

 はい、失礼いたしました。 

 当センターの方は、相談支援と、疾患啓発ですね。こちら疾患啓発、あと医療連携等の横の連

携の、この３本の柱を中心として活動をしているというところです。この３本の柱に沿ってセン

ターの紹介をさせていただきたいと思います。 

 まず相談支援ですけれども、こちらは昨年度の院外からの相談支援件数になります。こちら院

内からの相談件数は含まれていない状況です。主な相談手段なんですが、電話にはなるんですが、

最近は電子メールを用いた相談も徐々に増えてきているというところです。今年度につきまして

は、資料配布、資材の配布であったりとか、イベント参加こちらの方を積極的に行いまして、秋

口から相談件数が徐々に増えているという傾向になっております。 

こちら支援内容ですが、やはり疾患情報に関する相談が非常に多くなっております。この中に

は訪問看護師からの在宅ケアに関する相談であったりとか、専門的な専門職の方からの相談って

いうものも含まれております。 

次いで、心理サポート、医療連携や制度関係、あとリハビリの相談、こういったものが多くな

っております。 

また、治療と仕事の両立の支援に関する相談に関しては、疾患の後遺症で仕事が上手くいって

いない方からの御相談であったりとか、あとは医療ソーシャルワーカーの方から入院中の中学生

に対する治療と復学の両立支援、こういった相談もいただいているところです。 

 続いて啓発活動になります。昨年度なんですが、昨年度は脳卒中及び心疾患に関する県民公開

講座、こちらを上の表ですね、５回行いました。医療者向けの講演会に関しては計２回開催して

おります。今年度に関しては、２回の県民公開講座を実施しております。まず第１回なんですが、

循環器病の原疾患となります「高血圧症の予防」、これをテーマにして開催しまして、こちらは

１００名近い御参加をいただいております。 

こちらは第２回なんですが青森市におきまして、「脳卒中とともに暮らす」ということを題し

まして、脳卒中に関する医療知識の提供と仕事と治療の両立支援、こういったものテーマに開催
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しております。講演に加えまして、試食ブース、減塩サンプルの配布、血管年齢測定などそうい

った体験ブースを設けまして、参加者の方から好評いただいております。 

こちらは青森産業保健総合支援センターとの共催でして、主に事業所の方を対象とした両立支

援セミナーとなります。産業保健、あと医療、当事者の３者から講演をいただきまして、それぞ

れの立場から両立支援の実際を示していただいております。参加人数に関してはそんなに多くは

なかったんですけども、本日こちらの会の方も御参加いただいてます、脳卒中と向き合う活動団

体 One Feelsの佐々木様の方から講演をいただきまして、こちら非常に好評でして。非常に内容

の濃いものとなりましたので、次回開催に非常に繋がる会というふうになっております。 

こちらは来週の火曜日、１２月の１７日なんですけれども、脳卒中後リハビリテーションの現

場で御活躍の先生方をお招きしまして、医療者講演会、これを予定しております。本日時点では

約９４名の参加の申し込みをいただいているところです。申し込みは当日まで可能ですので、ぜ

ひ御参加、御周知をお願いできればと思います。 

 すみません、このスライドの中のＱＲコードのところなんですが、この真ん中のところですね、

これはちょっと今使えなくなっておりますので、もしお申し込み際に関しては、右側のチラシの

ところ、緑のマルのところからお入りいただいて、申し込みいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 こちらは昨年度子どもに対する疾患啓発、こういったものにも着手しました。こちらは弘前市

内の商業施設で開催した脳卒中と心臓病教室になります。１５０名を超える参加者がありました。

実体顕微鏡を使ってお米に字を書いてみる、脳外科手術体験。あと塩分を計算するブース、バイ

タル測定ブースなど、親子で楽しみながら循環器病を理解してもらう体験型のブースを複数出店

しております。 

こちらはその内容と規模をコンパクトにして、同様のイベントを弘前市内の小学校でも開催し

た模様になります。こちらも非常に好評でありました。 

今年度なんですが、この小学校のイベントなんですが、小学校２校より開催のオファーをいた

だいておりまして、来年の２月に開催の準備を今進めているところでした。将来的には中学校で

あったり高校であったり、そういったところの開催っていうところも検討していきたいというふ

うに考えております。 

 こちらは脳卒中・心臓病について皆様に、県民の皆様に考えていただけるきっかけを持ってい

ただくという目的で開催した、川柳コンテストの受賞作品になります。県内全域から１０７作品、

はがきやメールで数多く応募いただきました。こちらは今年度当センターの広報活動にも広く使

わせていただいております。 

 またこちらは今年度から始めました、ライトアップ事業というものにも着手させていただいて

おります。こちらは、８月１０日の健康ハートの日で弘前市、八戸市、むつ市でそれぞれ建物を

赤色にライトアップしていただきました。 

こちらは１０月の２９日の世界脳卒中デーですね。こちらはインディゴブルーにライトアップ

したんですけども、先ほどの３市に加えまして青森市のアスパム、こちらを含めて４市で青色に

ライトアップしていただきました。 

その他なんですが、来年の３月の９日から１５日の心房細動週間というものがございますけれ

ども、こちらの赤色のライトアップこちらについても実施可能かのところ、今、当センターの方

で検討しているところです。 
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センターの周知活動として、地域イベントの出展っていうのも積極的に行っております。こち

らは９月の８日に弘前市で開催されたカルチュアロード２０２４というものなんですが、こちら

に参加した際の様子になります。血管年齢測定、推定野菜摂取量ベジチェック、人体パズルコー

ナー、こういったものを準備して、多くの方々に体験していただきまして、当センターの周知に

も大いに活用させていただきました。 

こちらは１０月の１４日に八戸市で開催されました、脳卒中と秋祭りの出展の模様です。こち

らも塩分計算コーナーであったりとか、管理栄養士が参加しましたので、減塩の食事の指導であ

ったりとか、あと看護師による血圧測定コーナー、こういったものを設けまして、当センターの

ブースだけで１００名近い参加者をいただいております。 

最後に病病連携につきまして、まず心臓疾患分野に関してなんですが、心不全療養指導士、あ

と心リハ指導士間、こういったものの連携会議の会議体の形成、こういったものの橋渡しという

ことで、着手していきたいというふうに考えているところです。特にやっぱり心不全療養士に関

しては、青森県は断トツに今認定されている方が少ないということもありますので、こちらもそ

の裾野を広げるという意味で活動を始めるところから、やっていく必要があるというふうに考え

ております。 

そこで今年の７月なんですけれども、心不全療養指導士のネットワークミーティングというも

のを開催しました。県内の心不全療養指導士のネットワークの構築をしまして、他院の指導士の

方の活動状況、こういったものを共有する目的で開催しております。内容は御覧のとおりです。 

こちらの参加者なんですが１０８名、医師の方、看護師を中心にリハスタッフ、あと医療ソー

シャルワーカーなど多職種参加いただきました。開催後のアンケートに関しては、他の職種から

の話を聞いてみたいとか、心不全療養士に実際になってみたいというような非常に積極的なコメ

ントをいただいております。こちらの第１回が非常に好評でありましたので、次回第２回の開催

についても現在準備を進めているところです。第２回に関しては、当院弘前大学病院をメイン会

場にしまして、参加される各医療機関を複数選定して、サテライト会場として結びまして、顔の

見えるミーティングこれを目指して開催を今予定しているところです。 

あと脳卒中の分野に関してなんですけども、脳卒中の相談窓口の県内の設置状況であったりと

か、あとは脳卒中療養相談士という資格がございまして、こちらの県内の医療機関の配置状況、

こういったものを今調査中でございます。 

あともう１点は、日本脳卒中医療ケア従事者連合、通称 SCPA Japanと呼ばれるものなんです

が、こういったものへのセンターの方での参画など、脳卒中分野のスタッフの連携の構築こうい

ったものも、今現在進めているところでございます。 

以上、簡単ではございましたけれども、当センターの活動の一部を紹介させていただきました。

貴重なお時間、本当にありがとうございました。引き続き脳卒中・心臓病等総合支援センターを

よろしくお願いいたします。私の方からは以上です。 

 

（富田会長） 

 はい、佐藤さんありがとうございました。本当にわかりやすく脳心センターの活動を御紹介い

ただきました。今の御説明に関しまして委員の皆様方から、何かコメント、御意見ございますで

しょうか。本日の委員にもおいでいただいてます、One Feelsの佐々木さんにも大変お世話にな

って、本当にありがとうございます。 
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 いかがでしょうか。よろしいでしょうか。一番初めにありましたように、センターの柱として

３つ、相談支援と疾患啓発、そして病病連携、横のつながりという３つの柱なんですけれども、

相談支援に関しては、実はこの青森県はこのセンターの開設を広く紹介、県民の皆さんに紹介し

たというふうなこともあって、もう月に２０件、１０から２０件くらいこれは県内、大学病院以

外からというふうなことで、これは全国的にも非常に多い状況というふうなことで評価いただい

ているところですし、今、佐藤さんから御紹介ありましたように、疾患啓発等々の活動も非常に

アクティブに活動しているというふうなところも、これ全国かな、全国の会があるんですけど、

そういうところに参加すると非常に全国的にも評価が、青森県頑張ってるなというふうなところ

で評価が高いところでございますので、ぜひ委員の皆様方もドクターだけじゃなくても多職種、

様々職種いますので、ぜひ講演とか色んな疾患啓発とか、小学校に出向いて色んなそういう教室

も行ってますので、そういったことでぜひ使っていただければって言えばなんですが、ぜひ御利

用いただければセンターとしても大変ありがたいなと。 

このセンター、県と一緒の組織になっていますので、まさに県と一体になってこの県民のため

の循環器病、脳卒中、心臓病というふうなことに対して取り組む施設、そういうセンターですの

で、遠慮なくどんどん使っていただければ良いなというふうに思います。 

 いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

では、佐藤さんどうもありがとうございました。 

 全体を通じまして、御意見、コメントございますでしょうか、本日の会議全体につきましてに

なりますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 はい、では今年度は今回だけですよね、会議自体は。そうですよね。はい、では御意見、コメ

ントないというふうなことであれば、これで議事を終了したいと思います。 

委員の皆様、御協力、貴重な御意見賜りまして誠にありがとうございました。それでは最後、

事務局の方にお返ししたいと思います。 

 

（事務局） 

 富田会長、ありがとうございました。 

これをもちまして、令和６年度青森県循環器病対策推進協議会を閉会いたします。 

本日の開催にあたり、委員の皆様には御協力いただき、ありがとうございました。 

 


